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平成２９年度広域的人財育成事業 実績報告書 

おきたま地域づくり 

～人と地域をつなぐ事業～ 
 

事業概要 

 

趣旨・目的 

【趣 旨】 

置賜地域においても、各自治体で課題となっている少子高齢化や人口減少、

地域コミュニティの衰退等の地域活力の低下を招く状態が続いている。 

置賜地域が将来にわたり地域活力を持続・発展させていくためには、置賜

地域にある地域資源を活用した地域全体の活性化に取り組むことが必要であ

り、地域住民一人ひとりの地域へのかかわりが地域活力の向上につながり地

域全体に広がっていくことが何よりも大切になってくる。 

そのため、第５次置賜広域行政事務組合ふるさと市町村圏計画（計画期間

平成 25年度～34年度）に基づき、広域行政ならではの広域的な枠組みでの

人財育成事業を計画期間内において長期的な視点で推進する。 

【目 的】 

本組合の人財育成事業を通じて、地域住民一人ひとりが地域づくり活動の

場で活躍し地元地域へ還元することにより、地域課題の解決・地域のブラン

ディング化・交流人口の拡大等につなげる。 

また、地域づくり活動に関わることで地域に対する愛着と誇りを醸成し、

自分たちが住む地域活力を持続・発展させるのは、自分たち次第だという意

識を誘発することを目的とする。 

概  要 

１ 事業内容（継続的推進のための仕組み、事業内容を具体的に記載） 

本組合の人財育成事業は、平成 28年度を開始年度として平成 34年度まで

長期的な視線で実施することを予定しており、地域づくりに関わる人財に対

する「きっかけづくり」と「精神的なサードプレイスとしての役割」を事業

の骨子とする。（事業イメージは図１のとおり） 

事業内容としては、参加した人への地域づくりに対する「気づき」や「き

っかけ」を与える場としての役割が主となるため、講義や研修といった「OFF

－JT」を中心に事業を進め、最終的には自ら意欲とやる気を持ち自己研鑽に

努める「自己啓発」を促すことを目指した事業スキームを構築する。 

①講義で様々な成功事例や地域づくりに関する知識を学ぶ。 

②地域づくりに関する様々な研修への参加（地域活性化センター主催の研

修等）を通じて日本各地の地域や人財との相互交流により見識を深める。 
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事業の実施【きっかけづくり】 

③フィールドワークや演習を通じて実体験。 

④振り返りにより事業に参加しての成果と今後の目標を確認。 

⑤次年度以降の自発的な活動につなげていくもの。 

２ 事業後の展望 

人財育成事業を継続することで、置賜地域内で地域づくりに関わる人々の

「精神的なサードプレイス」としての役割を果たしていく。 

また、参加者から事業実現のための相談や協力の要請があった際は、行政

や地域づくり団体との橋渡しをすることで、事業展開の機会や活躍の場を創

出していく。 

【図１】 

 

                         ↓ 

地域づくりへの興味「意識醸成」 

               ↓                 ↓ 

自宅と職場以外の居場所への参加      地域を手助けしたい、元気にしたい！ 

事業を実施したい！ 

                         ↑ 

事業参加者へのサポート【精神的なサードプレイスの創出】 

(事業参加者による広域ネットワーク、構成市町や地域団体との調整) 

 

実施事業 

項目 月日 内容 

受講者説明会 5/19 第２期生へ事業内容を説明 

講義Ⅰ 6/24～25 
私たちはこの地域でどのように生きて

いきたいか 

講義Ⅱ・公開講座 8/26～27 東沢地域の未来を考える 

芝の家等視察研修 11/2～3 
芝の家、ご近所ラボ新橋、ご近所イノベ

ータ養成講座の視察研修 

講義Ⅲ 3/3～4 この地域に生き続けるために 

地域活性化センター 

「土日集中セミナー」 

7/8～9 

9/30～10/1 

10/14～15 

1/27～28 

未来を紡ぐ地域の教育力 

住民が主役となる地域ビジネス 

津屋崎ブランチと幸せのメカニズム 

やねだん東京塾 

受講者自主事業 
11/15 

3/2 

フォーラム八百萬 テーマ「子育て」 

フォーラム八百萬 テーマ「古民家」 
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坂倉 杏介 氏 

[東京都市大学都市生活学部准教授、慶應義塾大学大学院政策、メディア研究科特任講師、 

三田の家ＬＬＰ代表など] 

 多様な主体の相互作用によってつながりと活動を創出する「コミュニティ・プラット 

フォーム」という視点から、コミュニティの形成過程やワークショップの体験デザイ 

ンを実践的に研究。 

地域コミュニティの拠点「芝の家」や大学地域連携の人材育成事業「ご近所イノベー 

ション学校」の運営などを通じて港区のコミュニティ活性化事業を手がけるほか、地 

域づくりや企業におけるコミュニティ形成プロジェクトに多く携わる。 

 

 

合計 13名（男性４名、女性９名） 

米沢市（男性２名、女性６名）、長井市（女性１名）、南陽市（男性２名）、 

高畠町（女性２名） 

 

 

（一財）地域活性化センター クリエイティブ事業 課 長 小嶋敦夫 氏 

                        副参事 圓田空美 氏 

 

事業内容 

講義Ⅰ「私たちはこの地域でどのように生きていきたいか？」 

項 目 内 容 

参加者 第２期生７名、第１期生２名 

日 時 平成２９年６月２５日（日）１０:００～１５:００ 

場 所 米沢市「スタジオ八百萬」 

講 義 講師の坂倉先生から、昨年度の「人と地域をつなぐ事業」のキーワード

となった「ゆるふわ」について、改めて定義があり、講義が進められた。 

「ゆる：開かれていて多様性があること。違いを超えてともにあること。」 

「ふわ：まだ見えていない価値を模索すること。未来を志向すること。」 

→これまでの「地域おこし」の「型」に合わせるのではなく、一人一人

が持ち味を発揮して生きること。自分たちの望む未来の暮らし方を実

践し、そのために必要なまちをつくること。 

講義の中で、高齢化が進行し、2035年には、「1.2人で１人の高齢者を支

講師 

受講者名簿[第１期] 

事業支援 
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える。」ことを逆に考えれば、「大人７人で若い世代を育てられる社会」と

して捉えることもできるといった話や、「つながり」と「活動」がうまれる

場所としての「サードプレイス」の話があった。 

講義のあと、受講者同士がどんな人生を送ってきたのか、対話の中で掘

り下げる「エナジーカーブ」のシェアを行うワークショップを行った。 

【講義Ⅰ「私たちはこの地域でどのように生きていきたいか？」の様子】 

  

  
 

講義Ⅱ・公開講座「東沢地域の未来を考える」 

項 目 内 容 

参加者 第２期生９名、第１期生３名、一般７名、坂倉研究室学生３０名 

日 時 平成２９年８月２６日（土）１３:００～１７:００ 

２７日（日）１３:００～１７:００ 

場 所 川西町「東沢活性化センター」 

講 義 講義Ⅱ・公開講座「東沢地域の未来を考える」は、はじめての試みとし

て、東京都市大学坂倉杏介研修室の夏合宿と合同事業という形で実施した。 

 人と地域をつなぐ事業の第１期生の案内で、川西町東沢の大舟地区のフ

ィールドワークを行った。地域の方へのインタビューをする班、デザイン

するために地形を確認する班、ドローンなど様々な機材で撮影する班、公

開講座の運営を担当する班に分かれて、事前に調査した内容とフィールド

ワークで揃えた材料から、班ごとに提案発表の内容を考え準備を進めた。 

公開講座では運営、発表の内容、司会などをすべて学生たちが考え実施

した。坂倉先生の「つながりによる資源の資源化」についての講演と、第

１期生の想いを聴いたあと、３班に分かれた学生たちの発表があった。 
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 各班の発表を受けて、人と地域をつなぐ事業の受講者、一般の参加者、

学生がいっしょに７班に分かれ、参加者全員でワークショップを行い、各

班では活発な意見交換があり、様々な意見が発表された。 

この地域の自然や素晴らしい地域活動と、地域外の様々な人とがつなが

ることで、動いていきそうな発表が多くあった。今回の取組みが、これか

らの関係人口の創出につながることを期待できる内容となった。 

【講義Ⅱ・公開講座「東沢地域の未来を考える」の様子】 
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芝の家等視察研修 

項 目 内 容 

参加者 第２期生５名 

日 時 平成２９年１１月２日から３日 

場 所 (1) ご近所ラボ新橋[東京都港区新橋６丁目４−２] 

(2) 芝の家[東京都港区芝３丁目 26−10] 

(3) 慶應義塾大学三田キャンパス[東京都港区三田２丁目１５−４５] 

(4) 芝コミュニティはうす[東京都港区芝５丁目 13−15]  

内 容 (1) ご近所ラボ新橋 

対応者：加藤亮子 氏、田渕瀬那 氏 

ご近所ラボ新橋は、港区が芝の家とあわせて運営する、「ご近所イノベー

ション活動」の実践を応援する実験室で、「地域と、誰かと、わたしのため

に、ここからはじまるご近所イノベーションをテーマに、身近なところか
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ら地域や社会をちょっと良くしていくという場となっている。 

運営体制は、港区と慶應義塾大学の協働事業となっており、事務局スタ

ッフと曜日ごとに駐在する日替わりの「マスター」によって、日々の運営

が行われている。伺った日は木曜日の「ハーブ＆スパイス部」の活動日と

なっており、屋上菜園も見学することができた。 

その後、スタッフから説明と質疑応答が行われ、交流の場づくりについ

て、学ぶことができた。 

(2) 芝の家視察研修 

対応者：坂倉杏介 氏、 若藤真依子氏 

 港区芝地区総合支所の進める｢地域をつなぐ！交流の場づくりプロジェ

クト」の拠点である芝の家を視察した。「地域をつなぐ！交流の場づくりプ

ロジェクト」は、子どもたちの成長を地域で見守り、井戸端会議では住民

同士の親しい会話がある。そんな昭和３０年代にあったような「あたたか

い人と人とのつながり」の創生をめざす事業である。「あたたかい人と人と

のつながり」とは、子どもがのびのびと遊び、お年寄りが安心して暮らせ

るように、まちに住み働く人たちがお互いに支えあえる関係。 

事業の拠点である「芝の家」は、現代社会で見失いがちな、こうした暮

らしのあたたかさを育んでいくため、子ども、大人、お年寄り、住民、在

勤・在学者、だれでも自由に出入りでき、住民と共にまちを考え創ること

のできる場を提供することを目的としている。慶應義塾大学との協働で行

われ、大学と地域が連携しながら、運営を行っている。 

こういった話を聞きながら、受講者同士や芝の家に来ていた地元の方と

交流し、地域をつなぐ場所を体験することができた。 

(3) 東京都市大学坂倉杏介研究室のゼミ見学 

対応者：坂倉杏介 氏、坂倉杏介研究室の学生たち 

 ８月２７日に実施した「人と地域をつなぐ事業」と「東京都市大学坂倉

杏介研修室夏合宿」の合同事業についての報告と、現在、学生が進めてい

るプロジェクトについての説明と質疑応答を行った。 

(4) ご近所イノベータ養成講座 学園祭（活動発表会） 

 基調講演：「ゆっくり、いそげ～ＧＩＶＥからはじまるまちづくり～」 

影山知明 氏[クルミドコーヒー・胡桃堂喫茶店 店主] 

 全体コーディネート：山口 覚 氏[津屋崎ブランチＬＬＰ代表] 

 ご近所イノベーションとは、地域に関わる一人ひとりが「やりたいこと

をまちにつなげる」ことで実現する新しい地域づくりであり、「自分を生か

して、まちを活かす。新しい地域づくりを、港区から。」をテーマに、「ご

近所イノベーション学校」として、想いをまちにつなげるさまざまな講座

の実施、ご近所イノベーション活動の情報支援、つながりと活動を生みだ

す場の運営や、学校という名の「新しいかたちの中間支援のプラットフォ

ーム」づくりを通して、多くのご近所イノベーションが起こる地域を目指

しており、港区芝地区総合支所と慶應義塾大学の連携によって実施されて

いる。 

 ご近所イノベーション学校では、自分の想いと持ち味を地域に活かし、
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人と人、組織と組織をつなげ、創造的な課題解決を実現する〈人財〉の育

成を目的に、大学や地域の資源を活用した各種の講座を実施しており、今

回は第５期の活動発表の見学と、基調講演を受講し、ＧＩＶＥからはじま

るまちづくりについて学び、受講者も港区の参加者の方と意見交換を行う

ことができた。第５期の方々の発表と基調講演は受講者だけでなく、人と

地域をつなぐ事業にとっても参考となった。 

(5) まとめ 

人と地域をつなぐ事業の講師である坂倉杏介氏の港区での取り組みを受

講者の方といっしょに体験することで、今までの講義内容を深く理解する

ことができ、受講者の方が新たにこういったことに取組んでみたいという

創発にもつながった。 

また、イノベーション養成講座の受講者が実施されている「２４時間ト

ークカフェ」という他地域の事例を学ぶイベントで、佐賀県、長野県上田

市、福岡県津屋崎に続き、「置賜」をテーマにしたいとの依頼があったこと

から、平成３０年度の交流事業として検討を進める。 

【芝の家等視察研修の様子】 
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講義Ⅲ「この地域に生き続けるために」 

項 目 内 容 

参加者 第２期生１３名、第１期生４名 

日 時 平成３０年３月３日（土）１３:００～１７:００ 

４日（日） ９:３０～１７:３０ 

場 所 米沢市「スタジオ八百萬」 

講 義 一日目は１年間を振り返るスライドショーを見て、チェックインを行い、

今年度それぞれが参加した外部研修、芝の家視察研修のレポートをもとに

気づきを共有した。講義で学んだことに加えて、参加していない人に伝え

たいことから対話を行い、振り返りを聞きながら、参加者それぞれが感じ

たことを話しあった。 

 参加者それぞれが「大切にしたい価値観、暮らし方、働き方」などを確

認し、これまでとの違い、それを阻む背景を考える視点を踏まえて、参加

者全員で共有を行った。 

二日目は前日の振り返りとチェックインのあとに「芝の家」の事例発表

があり、そこから、前日に共有した「大切にしたい価値観、暮らし方、働

き方」について対話を行い、これまでの価値観と、これからの価値観との

対比について共有を行い、最後に参加者全員から２日間の振り返りを行い、

講義Ⅲは終了した。来年度以降の「人と地域をつなぐ事業」につながる講

義となった。 
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【講義Ⅲ「この地域に生き続けるために」の様子】 

  

  
  

 

地域活性化センター「土日集中セミナー」受講 

項 目 内 容 

参加者 第１期生８名 

内 容 受講者が興味のあるセミナーを選択し受講した。 

(1) 未来を紡ぐ地域の教育力～地域が創る教育の仕組み～ 

・日 程：平成２９年７月８日（土）１３時～１８時 

 ９日（日） ９時～１２時３０分 

・場 所：地域活性化センター大会議室（東京都中央区日本橋 2‐3‐4） 

・受講者：１名 

(2) 住民が主役となる地域ビジネス～困りごとから生業へ～ 

・日 程：平成２９年 ９月３０日（土）１３時～１８時  

１０月 １日（日） ９時～１２時 

・場 所：東京八重洲ホール３０１会議室（東京都中央区日本橋 3-4-13） 

・受講者：１名 

(3) 暮らしの中から人と場のつながりを紡ぐ心豊かなまちおこし 

～津屋崎ブランチと幸せのメカニズム～ 

・日 程：平成２９年１０月１４日（土）１３時～１８時  

１５日（日） ９時～１３時 

・場 所：地域活性化センター大会議室（東京都中央区日本橋 2‐3‐4） 

・受講者：５名 
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(4) やねだん東京塾～一歩踏み出す行動の秘訣～ 

・日 程：平成３０年１月２７日（土）１３時～１８時 

 ２８日（日） ９時～１３時 

・場 所：東京八重洲ホール３０１会議室（東京都中央区日本橋３-４-13） 

・受講者：１名 

受講者自主事業「フォーラム八百萬」 

項 目 内 容 

日 時 第１回テーマ「子育て」：平成２９年１１月１５日（水） 

第２回テーマ「古民家」：平成３０年 ３月 ２日（金） 

場 所 米沢市「スタジオ八百萬」 

内 容 人と地域をつなぐ事業の第１期生が「人と人とのつながりは、人生を、社会を

豊かにする。」という想いを持って新しい企画を考え実施した。 

地域で「何か」に取り組んでいる「個人」や「企業」や「行政」の方に、共通

のテーマでプレゼンテーションをして頂いて交流する会として、１１月はテー

マ「子育て」、３月はテーマ「古民家」として実施し、来年度以降も継続して実

施する。 

【受講者自主事業「フォーラム八百萬」の様子】 
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受講者感想 

 

【女性（米沢市）】 

地域課題と向き合いアクションを起こすことを、いつの間にか行政などが提示してい

る課題と照らし合わせて取り組み、事業実績や成果を決まったスケールで図ることに収

めようとしていたのかもしれません。 

自分自身で「何が課題で何をやりたいか、何をできるか」を考え、人と集い共有する

ことで仲間が増え、予想もしなかった広がりが生まれ、地域自体が面白くなっていく。  

人と地域をつなぐ事業はそういう地域の作り方を、場を通して体感させてくれ、私は

一年前よりずっと、地域と向き合うことが楽しくなり、置賜と置賜に住む人が愛おしく

なっています。この事業で集まった回数でいえば、年に数回。全員揃った回数はゼロ。

それなのに、ご一緒させていただいた１期生、２期生とは濃密な時間を過ごし、またこ

れから過ごせる手応えがあります。 

「漠然と枠がない」のではなく「それぞれの想いや言動を既存の枠にはめない」とい

うゆるふわとした括りは、最初こそどういう方向に進んでいくのかわからない不安感も

ありましたが、一年経ってみて、いかに自分が「地域」や「やれること」を「枠」に収

めたがっていたかったのか気付かされました。 

２期生としては卒業とのことですが、置賜におさまらない、ゆるふわ・わくわく・ど

きどきな来年度以降も楽しみです。これからのスタートもよろしくお願いします。 

【男性（米沢市）】 

人と地域をつなぐ事業は家内から話しがやって来ました。「ゆるふわ」だからと言う事

で軽い気持ちで参加しました。一見ゆるふわ見えて中身の内容はとても濃かった。 

特に坂倉先生のテーマを決めグループに分かれてのセッション。その中ではいろんな

意見が出てくる。その一つ一つが絡み合い可能性になって行く。具体例、人が集まり雑

談の中で各々得意分野を言い合う。すると何か始めてみようかとなり夏祭りの縁日みた

いなのが始まる。それを聞いた時とてもわくわくしました。一人では到底出来ない事が

何人か集まると出来てしまう。 

人と地域のつなぐ事業では一期生二期生をはじめ沢山の人たちと知り合う事が出来ま

した。普段の生活では知り合えない人たちばかりです。各々得意分野を活かし、お店屋

さん始められる勢いです。また「やねだん東京塾」をきっかけに５月に鹿児島で開催さ

れる「やねだん故郷創生塾」に行きます。この事業に参加しなかったら「やねだん」さ

えも知らなかったことでしょう。 

最後に人と地域を繋ぐ事業で人と人とが繋がる大切さを学び、楽しく参加させて頂き

ました。ありがとうございました。そしてこの事業に参加出来た事に感謝致します。 

【女性（米沢市）】 

『ゆる～い感じで良いので参加しませんか？』と声掛けしていただき、『ゆる～くでも

良いなら、楽しそう！』と参加しました。勿論、訳も分からずに。 

講義やワークには数えるくらいしか参加できませんでしたが、全体に受ける雰囲気は

（ゆるふわ）だけれど、みなさんのキレのある討論を聞いていると、全然ゆる～くなく

て、超ゆるく生きているであろう私には、二期生の皆さんが、次々に目の前が開けてい

く様子を見ていて、逆に応援したい気持ちになりました！ 
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多分、私はまだあちこちに興味が向きすぎて定まらないのだと思います。 

ゆる～っと参加して、本来ならあり得ない多くの人との出逢いと刺激がありました。 

これで終わりではなく、これから先も繋がっていきたいです。 

有難うございました。そして宜しくお願いします。 

【女性（米沢市）】 

 １期生の方の活動を読んで、私も何かできるかなと思い参加を決意しました。いろん

な分野の楽しい事を見たり聞いたりでき、お互いを認めあえる仲間ばかりでとても居心

地が良かったです。 

私は、不妊にお悩みの方が相談できる空間をつくりたいと考えています。フォーラム

八百萬で、発表する機会も頂き、たくさんの出会いをつむいでつないでもらい新しい世

界を見つけることができました。 

貴重な経験がたくさんできまだこれからも楽しいことがたくさん起こりそうです。 

思いきって参加して本当によかったです。ありがとうございました。 

【女性（高畠町）】 

 1年前、何をするのかよく分からないまま、なんだか楽しそうな気がしてこの事業への

参加を希望しました。 

これまでの講座を振り返ってみると、自分のこれまでの生き方を振り返り、これから

の生き方を考え直すような機会の連続だったと思います。 

そして同じ場所で集まり、同じ課題に目を向け、共有した仲間ができたことは本当に

幸せなことでした。 

講座は一区切りしましたが、これからますますワクワクが発展していくと確信してい

ます。それは、みんなが帰る場所、集える場所としてスタジオ八百萬があるからだと思

います。ありがとうございました。そしてこれからもよろしくお願いします。 

【女性（米沢市）】 

 地域の活動って、正直言って、どうしたらいいんだろうという、そのままの思いで参

加しました。色々な意見を聞いたり、人と繋がったり、話をしたりする事で、自分のや

りたい事が見つかったり、アイデアが浮かんだり、仲間と一緒に行動を起こす事の大切

さを学びました。 

【男性（南陽市）】 

 いつもお世話になっている事務局の方から、人と地域への参加のお話をいただきまし

た。その頃自分は忙しくて、参加するか迷っていましたが「この事業は本当にプラスに

なるから。」と言われ、その時は半信半疑でしたが参加させていただきました。 

一年経って思うことは、本当にこの事業に参加して良かった！あの時言われた、自分

にとってプラスになるからと言われこと、全てが現実になったことです。坂倉先生、前

神さん、人と地域のメンバーに出会えたこと、人と地域の研修で学んだことが自分にと

ってプラスになりました。 

「人と地域をつなぐ事業」は、まさにこれですよね！人と人とが地域を繋いでいく、

そして地域の輪として広がっていく！ 

これからも人と地域で学ばせていただいたことを活かし、繋がった皆さんとの絆に感

謝をし、これからも頑張っていきたいと思います！ 

これからもどうぞ、よろしくお願い致します！ありがとうございました！ 
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【女性（長井市）】 

この講座に参加するまで、私の中には「ゆるふわ」という言葉がなく、なんでも疲れ

るまでやる、やりたくなくてもやる、ということが多かったなと気づきました。 

日曜日の講座以外は、参加できませんでしたが、それでもいいと言ってくれたこの事

業に、とっても感謝しています！そうでなければ、ギチギチとして窮屈だったろうなと。 

色々な気付きをもらえて、とても感謝しています！参加を決めた私も誉めたい！ 

ありがとうございました。 

【男性（米沢市）】 

人と地域をつなぐ事業、当初はどんなことをするのかパンフレットを見てもわからな

かったのですが、参加してよかったです。 

この講座の始まりが、自分をじっくり見つめ直すことから始まったとき、なぜ？と思

いましたが、その先に人の話をじっくり聞くというステップを経て、なるほどと思いま

した。 

坂倉先生の仮説、他者との「ゆるふわ」なつながりをつくる場に参加していれば、人

は自分がやりたいことに気づき、それが実現するように行動を起こしやすくなるという

仮説、は成り立つのではないかと思っています。私もそれを実証していける気がしてい

ます。これからもゆるふわな関係をよろしくお願いします。 

【男性（南陽市）】 

 人と地域をつなぐ事業に参加しようと思ったのは、もちろん魅力的な内容だったのは

言うまでもないですが、東京に２回もいける！というのが一番のモチベーションだった

といっても過言ではありません。 

おかげさまで、とても楽しく参加させていただきました。 

この事業に参加しなければなかった新しい出会いがあり、参加して本当に良かったな

と思っています。これからも、このゆるふわなつながりを大切にしていきたいです。今

後ともよろしくお願いします。 

【女性（高畠町）】 

県外出身者という事もあり、置賜地域の事をもっと知りたい、色々な人と繋がりたい、

「つながる喜び、つながる楽しさ」をもっと実感できるようになりたいと思いこの講座

に応募しました。研修や講義を通して「幸せとは何か」「地域づくりとは何か」など、あ

らためて考える良いきっかけとなりました。 

そして何より新しく素敵な仲間達と出会えた事が嬉しいです。 

”人と人が出会って、繋がって一人では到底考えもつかないような考えにたどり着く” 

何気ない会話の中から生まれる可能性を感じました。 

最後の講義では皆さんの熱い思いを聞く事ができ、私も何らかの形で関われたらいい

なと思っています。１年間ありがとうございました。今後ともよろしくお願い致します。 

【女性（米沢市）】 

 何をするのかも分からないまま、楽しそう！と参加を決めました。参加して、どんど

ん自分の好きな事や、これがやりたい！ということが浮かんできたり思い出したりする

ことができました。 

本当に素敵な仲間に出会えたことが嬉しかったです。強制ではない場所でこれから沢

山の事が始まりそうでとても楽しみにしています！ 
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【女性（米沢市）】 

１年前、気になる場所(八百萬)のドアを開きました。…でも「あれ？場所しかないん

だ…。」と残念な気持ちになりました。 

事業に参加した１年後の今、「場がある」と思える自分がいます。人と出会える、つな

がる、広がる「場」があります。 

「人と地域をつなぐ事業」は、「人と人をつなぐ事業」だと学ばせていただきました。 

感謝の気持ちでいっぱいです。これからもよろしくお願いします！ 

 

総 括 

 

【坂倉 杏介 氏（講師）】 

これまでの価値観と、これからの価値観の対比の深い話を踏まえて、最後は何人かの

参加者の話し合いたいテーマで、テーブルに分かれたダイアログ。講座としては最後で

すが「ここからはじまる」感じが満ち溢れた、とてもよい終わり方になりました。 

これまでの地域づくりとは異なるもう一つのアプローチが大事なんじゃないかと、「ゆ

るふわ」な場を重ねてきましたが、まる２年が経ってそれがみんなの確信に変わりつつ

あるようです。 

ここで大切にしたい価値観や働き方は、いまはまだ萌芽的で、決して誰にでも共感し

てもらえるとは限らないものですが、きっと未来のスタンダードになる。その予兆を感

じ取りながら、いまとこれからを探っていく感覚の場でした。 

『Ｕ理論--過去や偏見にとらわれず、本当に必要な「変化」を生み出す技術』のサブ

タイトルは「Leading from the Future as it Emerges.＝生成されつつある未来からの

導き」 

まさに、置賜で体験していることそのものです。未来を「プレゼンシング」していく

って、こういう感覚なんだと思い、私も貴重な経験をさせていただいています。 

来年度は、港区芝地区との連携による「２４時間トークカフェ」や坂倉ゼミの合宿も

予定しています。さらなる交流がとても楽しみです。 
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おわりに 

 

本組合では、平成２８年度からふるさと市町村圏計画の広域活動計画に基づき、広域的

人材の育成活用事業として、地域づくりに対する「気づき」や「きっかけ」を与える場と

して、「おきたま地域づくり～人と地域をつなぐ事業～」を実施しています。 

坂倉杏介氏の講義、受講者同士のつながり、芝の家等を視察した際の港区の方との交流

などを実施することで、地域づくりに対する「気づき」や「きっかけ」だけでなく、受講

者の自発的な取組みに繋がったことは大きな成果となりました。 

２年目となった今年度は新たな試みとして、坂倉杏介研究室の夏合宿と合同事業を実施

し、また新しい交流が始まりました。 

来年度は「２４時間トークカフェ」として、東京都港区芝地区でまちづくりに取組む方

との交流も始まります。 

これからも平成３４年度まで、引き続き事業を実施するなかで、「気づき」や「きっかけ」

を与える場であるとともに、受講者と共に、試行錯誤しながら置賜地域で活き活きと暮ら

していくための方法を考えていく事業としていきたいと思っています。 

最後に、受講していただいたみなさま、講師の坂倉杏介氏、事業の支援をいただいた（一

財）地域活性化センターのみなさま、坂倉杏介研究室の学生のみなさま、人と地域をつな

ぐ事業に関わっていただいたみなさまに、深く感謝申し上げ、報告書の結びとします。 


